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〔論文審査の要旨〕 

本論文は，高温高圧水中でバイオマスをガス化する触媒の担体として多層カーボンナノ

チューブ(MWCNT)を利用するための基礎的な検討を実験的に行ったものである。

MWCNTが高温高圧水中で安定に存在することを確認し，これにルテニウム触媒を担持し

て用いた場合のガス化特性について反応工学的な解析を行っている。 

第 1章では，バイオマスの超臨界水ガス化における触媒の有効性と重要性を述べている。 

第 2 章では，バイオマスの超臨界水ガス化に用いる触媒に関する既往の研究を概観し，

既往の研究で明らかにされていることを整理している。 

第 3章では，バイオマスの超臨界水ガス化について，MWCNTの触媒担体としての可能

性を述べて，その特性を明らかにすることを本論文の目的としている。 

第 4章では，研究に用いた超臨界水ガス化装置，これを用いた実験手順を述べている。 

第 5 章では，超臨界水中での MWCNT の分解特性を界面活性剤を除去した上で実験的

に確認し，触媒担体としての安定性を確認している。 

第 6 章では，ルテニウム触媒を実際に MWCNT に担持して，粒子状に成形，実際にガ

ス化が促進されることを確認している。 

第 7章では，MWCNTに担持したルテニウム触媒の反応特性を確認，充填層反応モデル

を用いて反応速度定数を求めている。 

第８章では，以上をまとめて結論を述べている。 

本論文で得られた知見は，バイオマスの超臨界水ガス化に用いる触媒担体として

MWCNT が有効であることを示すものである。MWCNT 触媒担体を用いた超臨界水ガス

化の反応特性を理解する上で工学的に重要であり，その実用化に向けての可能性を示唆す

るとともに，その挙動の工学的な理解において重要な知見を与えている。 

以上，審査の結果，本論文の著者は博士（工学）の学位を授与される十分な資格がある

ものと認められる。 

備考：審査の要旨は，1,500字以内とする。 


